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令和5年度　七尾高等学校同窓会総会・懇親会（新役員の紹介）

今号から新たに「七尾高校同窓会だより」と冠することになり、題字については清水聖鵬氏 (高９) にご揮毫いただきました。



七
尾
高
校
同
窓
会　

総
会
・
懇
親
会
開
催

津田会長挨拶

黙祷（盛本氏）樋上学校長挨拶

民謡民舞　空手道演武（組手、形、試割り）の披露　

総会津田前会長と司会者

第 45 号 令和 6年 6月（2）七尾高校同窓会だより



叙勲受章者あいさつ

期別最多参加賞（高 27 回生）

校歌・平常歌斉唱（今村氏）津田会長のご退任

久保新会長懇親会

第　45　号（3）令和 6年 6月 七尾高校同窓会だより



第 45 号 七尾高校同窓会だより 令和 6年 6月（4）

　

初
め
に
、
令
和
６
年
元
旦
の
大
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
や
大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
た

方
々
へ
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
震
災
直
後
よ
り
「
七
尾
高

校
支
援
す
る
会
」
の
支
援
金
募
集
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
多
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
本
校
同
窓
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
津
田
文
雄
会
長
の
後
任
と
し

て
、
同
窓
会
会
長
の
大
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
高
校
27
回
生
の
若
輩
で
は

あ
り
ま
す
が
、
本
校
同
窓
会
の
気
風
を
受
け
継
ぎ
、
愛
す
る
母
校
の
為
に
、
最

善
を
尽
く
し
次
世
代
に
引
き
継
い
で
行
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
は
明
治
32
年
（
１
８
９
９
年
）
に
設
立
さ
れ
、
４
年
後
の
１
９
０
３
年

に
七
尾
中
学
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
学
校
長
が
同
窓
会
長
を
兼

任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
23
年
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
石
川
県
立
七
尾
高
等

高
校
に
な
り
、
同
時
に
現
在
の
同
窓
会
が
発
足
し
、
学
校
長
が
同
窓
会
長
を
兼

務
す
る
組
織
を
改
め
同
窓
生
か
ら
会
長
を
選
出
し
、
現
在
ま
で
の
礎
と
な
り
ま

し
た
。
創
立
50
周
年
の
年
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４

年
）
は
、
１
２
６
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
長
き
本
校
の
歴
史
を
背
景
と
し
て
同
窓
会
の
存
在
意
義
を
考
え
ま
す

と
、
卒
業
生
相
互
並
び
に
在
校
生
と
の
交
流
・
親
睦
を
図
る
活
動
を
推
進
、
そ

し
て
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
応
援
団
に
な
る
事
、
こ
れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
同
窓
会
が
七
高
生
に
と
っ
て
も
、
在
学
中
は
勿
論
、
卒
業
後
も
生

涯
を
通
じ
て
多
く
の
気
づ
き
や
出
会
い
の
場
と
し
て
魅
力
的
な
存
在
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。　

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
す
る
と
共
に
一
層
の
温
か
き
ご
指
導
・
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

母
校
に
対
し
厚
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
災
直
後
か
ら
多
く
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
「
能
登
全
域
か
ら

進
学
希
望
の
生
徒
が
集
ま
る
七
尾
高
校
の
声
を
届
け
る
こ
と
が
、
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
を
目
の
前
に
し
て
被
災
し
た
受
験
生
の
応
援
に
つ
な
が
る
」・「
能
登

の
創
造
的
復
興
を
担
っ
て
い
く
高
校
生
た
ち
の
力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
で
し
た
。
本
校
関
係
者
以
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
る
熱
意
を
前
に

し
て
、
あ
ら
た
め
て
私
た
ち
七
尾
高
校
の
教
員
が
担
っ
て
い
る
役
割
と
責
任
の

大
き
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
歩
み
を
進
め
る
う
え
で
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
震
災
を
乗
り
越
え
て
、
３
月
、
３
年
生
が
卒
業
し
、
４
月
、
新

１
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
新
た
な
七
尾
高
校
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
２
６
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
が
築
か
れ
た
歴
史
と
伝
統
に
期
待
を
寄
せ
、

「
七
尾
高
校
で
学
び
た
い
」
と
途
切
れ
る
こ
と
な
く
生
徒
た
ち
が
集
ま
っ
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、「
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」「
過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、

過
去
を
活
か
し
て
、
未
来
は
変
え
ら
れ
る
」
と
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
進
ん
で

き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
学
習
や
部
活
動
等
に
お
け
る
活
躍
ぶ
り
を
通
し
て
、

未
来
を
担
う
世
代
が
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
る
こ
と
を
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
報

告
で
き
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
職
員
一
同
手
を
携
え
て
、
日
々
の
教
育
活
動
に

努
力
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
支
援
に
感
謝　
　
　
　
校　
　

長　
　
　

樋
上　

哲
也　
（
高
36
）

　

ご  

挨  

拶　
　
　
　
　
同
窓
会
会
長　
　
　

久
保　
　

聡　
（
高
27
）
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■
顧　

問

圓
山　

義
一
（
中
38
）

佐
原　

吉
博
（
高
7
）

大
林　

重
治
（
高
13
）

山
本
み
の
る
（
女
31
）

津
田　

文
雄
（
高
20
）

■
会
長

久
保　
　

聡
（
高
27
）

■
名
誉
会
長
〈
校
長
〉

樋
上　

哲
也
（
高
36
）

■
副
会
長

大
岩　

為
一
（
高
17
）

魚
岸
志
乃
富
（
高
23
）

小
川　

幸
彦
（
高
26
）

鰀
目　
　

剛
（
高
30
）

内
田　

幸
子
（
高
32
）

松
井　

敏
史
（
高
33
）

長
谷
川
明
子
（
高
34
）

前
山　

英
規
（
高
39
）

木
村　

静
夫
（
高
40
）

木
下
美
也
子
（
高
41
）

■
議　

長

多
田　
　

朗
（
高
25
）

■
副
議
長

瀬
戸　

三
代
（
高
27
）

■
監　

事

今
村　

七
郎
（
高
13
）

所
司　

久
雄
（
高
20
）

佐
原
加
津
美
（
高
27
）

佐
原　

博
之
（
高
33
）

■
理　

事

古
川　

正
弘
（
中
42
）

田
中　

三
郎
（
中
46
）

谷　
　

為
之
（
中
46
）

稻
葉　
　

健
（
中
48
）

垣
内　

外
美
（
女
28
）

村
守　

絹
子
（
高
1
）

木
下　

成
一
（
高
2
）

長
澤　

秀
子
（
高
2
）

前
川　

貞
夫
（
高
3
）

桜
井　

洋
子
（
高
3
）

寺
岡　

順
治
（
高
4
）

大
場　
　

悟
（
高
4
）

春
成　
　

泰
（
高
5
）

木
本　

峰
生
（
高
6
）

受
川　

則
子
（
高
6
）

大
井　

悦
夫
（
高
7
）

石
垣　

龍
子
（
高
７
）

堀
岡　

啓
吾
（
高
8
）

宮
本　

博
子
（
高
8
）

中
田　
　

惇
（
高
9
）

杉
本　

亮
子
（
高
9
）

松
浦　

正
武
（
高
10
）

濵
田　

陸
子
（
高
10
）

西
村　

邦
夫
（
高
11
）

大
窪　

光
代
（
高
11
）

小
西　

和
平
（
高
12
）

高
田
久
美
子
（
高
12
）

今
村　

七
郎
（
高
13
）

小
林
智
恵
子
（
高
13
）

濱　
　

暉
元
（
高
14
）

西
村
由
紀
子
（
高
14
）

浅
井　

忠
夫
（
高
15
）

中
川　

松
枝
（
高
15
）

坂
口　

辰
八
（
高
16
）

赤
島
磨
智
子
（
高
16
）

大
岩　

為
一
（
高
17
）

高
山
清
都
子
（
高
17
）

橋
屋　
　

愈
（
高
18
）

春
木　

良
子
（
高
18
）

浅
野　

栄
二
（
高
19
）

森
山　

典
子
（
高
19
）

八
島　

吉
男
（
高
20
）

岡
田　

洋
子
（
高
20
）

濱
中　

利
博
（
高
21
）

伊
藤　

厚
子
（
高
21
）

登
美　

鈴
恵
（
高
22
）

田
治　

吉
彦
（
高
23
）

魚
岸
志
乃
富
（
高
23
）

谷
内　

米
一
（
高
24
）

田
中
美
智
子
（
高
24
）

鵜
沢　
　

徹
（
高
25
）

熊
谷　

京
子
（
高
25
）

丹
保　

甚
逸
（
高
26
）

塩
村
美
保
子
（
高
26
）

西
村　

正
悦
（
高
27
）

池
崎　

正
典
（
高
27
）

赤
倉　

一
郎
（
高
28
）

千
場
恵
美
子
（
高
28
）

亀
井　

泰
雄
（
高
29
）

清
水　
　

桂
（
高
29
）

鰀
目　
　

剛
（
高
30
）

高
瀬
あ
ず
さ
（
高
30
）

瀧
野　
　

満
（
高
31
）

碇
川　

直
子
（
高
31
）

小
石　

芳
一
（
高
32
）

竹　

外
喜
子
（
高
32
）

木
下　

義
隆
（
高
33
）

道
下　

雅
美
（
高
33
）

横
山　

茂
弘
（
高
34
）

池
田　

弘
子
（
高
34
）

上
谷　

正
人
（
高
35
）

山
崎　

香
織
（
高
35
）

茶
谷　

義
隆
（
高
36
）

浦
上　

智
美
（
高
36
）

浅
野　

恵
三
（
高
37
）

窪　

き
よ
美
（
高
37
）

青
木　

信
幸
（
高
38
）

澤
井　

有
里
（
高
38
）

松
崎　
　

健
（
高
39
）

池
﨑　

綾
子
（
高
39
）

政
浦　

芳
典
（
高
40
）

岡
島　

佳
子
（
高
40
）

津
田　
　

晃
（
高
41
）

田
畑　

瑞
穂
（
高
41
）

山
岸　
　

充
（
高
42
）

林　

真
由
美
（
高
42
）

姥
浦　

秀
史
（
高
43
）

森
山　

奈
美
（
高
43
）

金
氏　

克
弥
（
高
44
）

三
野　
　

希
（
高
44
）

竹
本　

正
裕
（
高
45
）

勝
尾　
　

泉
（
高
45
）

関
軒
賢
太
郎
（
高
46
）

竹
下　

夏
子
（
高
46
）

政
浦　

義
輝
（
高
47
）

酒
元　

美
江
（
高
47
）

林　
　

寿
嗣
（
高
48
）

山
岡　

美
穂
（
高
48
）

笹
井　

博
司
（
高
49
）

北
口　

雅
子
（
高
49
）

大
井　

智
彦
（
高
50
）

久
保
真
由
美
（
高
50
）

■
評
議
員

木
下　

俊
政
（
高
4
）

佐
野　

藤
造
（
高
5
）

木
本　

峰
生
（
高
6
）

大
橋　
　

覚
（
高
7
）

堀
岡　

啓
吾
（
高
8
）

初
道　

政
子
（
高
9
）

佐
藤　

一
郎
（
高
10
）

姥
浦　

昭
二
（
高
11
）

草
間　

哲
男
（
高
12
）

上
村　
　

実
（
高
14
）

橋
本　

秀
和
（
高
15
）

大
星　

正
嗣
（
高
16
）

平
山　
　

全
（
高
17
）

横
山　

隆
信
（
高
18
）

福
井　

清
久
（
高
19
）

竹
田　
　

徹
（
高
20
）

菅
野　

広
士
（
高
21
）

姥
浦　

敏
明
（
高
22
）

田
中　

道
夫
（
高
23
）

伊
賀　

正
道
（
高
24
）

西
野　

二
郎
（
高
26
）

瀬
戸　

三
代
（
高
27
）

坂
本　

博
史
（
高
28
）

久
保　

明
義
（
高
29
）

中
山　
　

潔
（
高
30
）

宮
下　
　

修
（
高
31
）

大
谷
し
ず
香
（
高
32
）

松
井　

敏
史
（
高
33
）

金
岡　

利
宏
（
高
34
）

楠　
　

利
勝
（
高
35
）

種
谷　

多
聞
（
高
36
）

三
谷　

康
彦
（
高
37
）

古
川　

宏
幸
（
高
38
）

吉
田　

茂
和
（
高
39
）

中
西　

文
江
（
高
40
）

澤
井　

健
一
（
高
41
）

伊
藤　

隆
行
（
高
42
）

芝
垣　

圭
太
（
高
43
）

村
田　
　

充
（
高
44
）

高
橋　

正
浩
（
高
45
）

中
畠　

慶
一
（
高
46
）

西
野　

智
紀
（
高
47
）

清
水
真
一
路
（
高
48
）

西
村　

雅
宏
（
高
49
）

細
川　

泰
威
（
高
50
）

■
事
務
局

副
校
長

黒
坂　

昭
弘
（
高
39
）

教　

頭

青
木　

信
幸
（
高
38
）

事
務
長
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地区別同窓会活動状況

会長／竹内淳一
（高 25）

関 東 同 窓 会
＜お知らせ＞令和6年度総会・懇親会は6月22日（土）に開催。

【会員数：約 2,700 名】

■相談役／木下　嘉平（高 15）
■副会長／田中　敏雄（高 8）会計監査兼任・寺崎　米嗣（高 14）・半田　哲也（高 16）
　　　　　権田　千里（高 36）
■幹事長／三谷　学（高 19）　
■会計幹事／西尾　肇（高 18）・年代　豊（高 28）　
■会計監査／木下　孝生（高 12）

○お問合せ先〔Ｅメール〕nanako_kanto@yahoo.co.jp　七尾高校関東同窓会事務局
＊電話・ファックスでのお問い合わせは七尾高校同窓会事務局まで　〔0767-52-3376〕

　能登半島地震被災された方に心からお見舞い申上げます。昨年6月に4年振りで行われた58回関東同窓会は170名以上参加し、コロナ禍で会えなかっ
た期間の無事を確認し旧交を温め大変賑やかな会となりました。ホームページに掲載された写真も沢山の人に見て貰いました。復興に着手したばかりの
故郷への愛と母校への応援もあり今年も 6 月 22 日（土）に開催します。同窓会活動を継続的に維持して行く為若手幹事の登用、情報共有を積極的に進
めています。本部・関西同窓会と協力し 1月に「震災対応情報交換会」をリモートで行い海外からを含め多数の参加も戴きその内容をメール会員にも送
りました。3月には1,200名以上の会員にはがきで400名にはメールで地震発生以来の同窓会活動の報告と今後の協力を呼び掛けました。3部会（ゴルフ、
ウオーキング、相撲）活動も平常に戻り継続しています。6月 22日に元気に会える事を楽しみに今年も宜しくお願いします。

会長／三谷史生
（高 17）

関 西 同 窓 会
＜お知らせ＞令和6年度総会・懇親会は6月2日（日）に開催。

【会員数：約 1,400 名】

■顧問／大西　良子 (高 9)・野村　治雄 (高 10)・上林　正一郎（高 20）　
■副会長／辻口　信良 (高 18)・川島　紳明（高 28）・浜田　哲洋（高 30）
■幹事長／越後　雅昭（高 31）　■会計／甘田　外成（高 13）・矢次　真由美（高 51）
■会計監査／近江　隆司（高 14）・落合　泰明（高 25）

○お問合せ先　事務局　辻口　信良（高 18）
〒530-0047　大阪府大阪市北区西天満 4-8-2 北ビル本館 4階　太陽法律事務所内
〔TEL〕06-6361-8888 ／〔FAX〕06-6361-8889

　まずは正月早々から大地震に見舞われ、大被害に遇われ、今も困難な時間を過ごしている卒業生、
現役の皆さん、更にご親戚ご縁者の皆さんに心からお見舞い申し上げます。
　関西同窓会は今年から私、三谷史生（高 17）が会長に就任し、新しく幹事団に坂森猛（高 25）、
落合泰明（高 25）、川島紳明（高 28）、浜田哲洋（高 30）、矢次真由美（高 51）、竹田一哉（高 70）
の新進気鋭の方々を迎えました。そして、年一回の総会・懇親会に留まらずゴルフ部会や文化部会等
を立ち上げ、通年での行事を通して親睦を深め、母校愛を育てる一助にしようと思っています。又、
年代を超えた行事に留まらず、同期の集いを各卒年毎に開催し同期の仲間との親睦を深め、母校愛を
育んで貰えると大変結構なことと思います。
　因みに我々高 17 期生は毎年懇親の場を設けて、お互いの元気を確認し、明日への活力を養ってい
ます。昨年の 10月に伏見の月の蔵人で第８回の同期会を開催しましたが、その時の集合写真です。
尚、今年の関西同窓会の総会・懇親会は 6 月 2 日（日）新大阪ワシントンホテルプラザにて開催を
予定しており、追ってご案内を差し上げますので奮ってご参加下さい。

協賛広告（大40,000円小20,000円）です。次号でも継続します。さらに多数の協賛をお待ちしております。お申込み・お問合せは本部同窓会事務局まで。

　　日蓮宗五勝具足之大本山
　　子育　子母尊神霊場

中山 法華経寺
　　貫首　　新井 日湛
〔旧姓名〕福井 清仁（高６回）／七尾市小島町法華谷出身
〒272-0813　千葉県市川市中山２丁目１０番１号

電話　０４７（３３４）３４３３ ㈹

祖師堂（国指定重要文化財）
比翼入母屋造のお堂

　　五重之塔（国指定重要文化財）
　　加賀前田家 3代当主　前田利常公 寄進
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会長／松本晴男
（高 23）

中 京 同 窓 会
＜お知らせ＞令和6年度総会・懇親会は10月27日（日）に開催。

＜お知らせ＞令和6年度総会・懇親会は9月22日（日）に七尾高校同窓会と合同で開催。

【会員数：約 400 名】
■顧問／坂本　惇（高 8）　■副会長／八木　哲司（高 22）・髙山　博之（高 24）代表幹事兼任
■会計／柴田　弘美（高 26）　■会計監査／倉田　美智子（高 13）・坂江　章演（高 29）

○お問合せ先
事務局長　川尻　稔（高 29）
〒464-0075　愛知県名古屋市千種区内山 3丁目 31-27　今池ゴトービル 403号室　　㈱グリーンランド内
〔TEL〕090-2188-0009　　〔Ｅメール〕nanakou@kawashiri.com

会長／西　徹夫
（高 18）

金沢地区合同同窓会 【会員数：約 3,000 名】
■顧問／髙澤　基（高 17）
■副会長／中山　潔（高 30）・小石　芳一（高 32）・村上　勝（高 33）・岡部　雅彦（高 33）
　　　　　中山　能勝（高 33）・宮内　康範（高 36）

○お問合せ先
念介　重俊（高 39）　〔TEL〕080-3048-5273

会長／坂本　衛
（高 22）

志 賀 町 同 窓 会 【会員数：約 300 名】

■顧問／青山　源隆（高 20）・林　一夫（高 20）
■副会長／板尾　信子（高 27）・高山　孝（高 28）・荒川　仁（高 33）
■代表幹事／藤田　隆司（高 47）　■監事／山岸　幸雄（高 22）・酒谷　正人（高 26）

○お問合せ先
代表幹事　藤田　隆司（高 47）
〒925-0202　石川県羽咋郡志賀町代田ハ 71　〔TEL〕090-8742-7248

会長／今井武司
（高 13）

中 能 登 同 窓 会 ＜お知らせ＞令和6年度総会・懇親会は中止となりました。
【会員数：約 1,800 名】

■顧代表顧問／稻葉　健（中 48）
■顧問／谷　為之（中 46）・八十田　至（高 20）・大西　誠（高 33）
■相談役／前川　貞夫（高 3）・肥田　吉保（高 7）
■副会長／戸部　信六（高 9）・谷内　洋介（高 15）・太田　光子（高 15）・島田　博文（高 16）
　鈴木　弘子（高 17）・長谷川　恵美子（高 18）
■代表幹事／遠藤　憲（高 21）　■会計監査／宮本　哲夫（高 12）・新屋　春雄（高 14）

○お問合せ先
事務局長　藤澤　恒（高 41）〒929-1804　石川県鹿島郡中能登町在江ワ 21　〔TEL〕0767-57-1775
事務局次長　澤井　健一（高 41）〒929-1811　石川県鹿島郡中能登町二宮レ 139-1　〔TEL〕0767-76-0875

医療法人社団　真貴会

国下整形外科医院
〒926-0016　七尾市大和町チ部15番地３

TEL ０７６７（５４）０１３１



会長／小山桂一
（高 15）

輪 島 同 窓 会 【会員数：約 140 名】

■副会長／盤若　尚（高 18）
■代表幹事／廣江　雄幸（高 23）
■監事／今寺　伸子（高 19）・村元　悟（高 24）

○お問合せ先
事務局　井池　光信（高 26）　〔TEL〕090-2127-1810

会長／北川浩文
（高 24）

穴 水 町 同 窓 会 【会員数：約 470 名】

■顧問相談役／曽良　昌嗣（高 16）・摩郷　則雄（高 16）・大中　正司（高 18）・宮下源一郎（高 18）　
　井下　守（高 27）　■副会長／高木　作之（高 30）・七海　友也（高 35）
■代表幹事／江戸　伸一（高 26）　■会計／林　要（高 29）　■会計監査／新本　美恵子（高 13）

○お問合せ先
事務局　林　要（高 29）　〔TEL〕0768-52-0098

会長／酒屋利信
（高 26）

能登町・珠洲市同窓会 【会員数：約 300 名】
■顧問／福池　正人（高 17）
■副会長／中板　富子（高 24）・隅　幾久子（高 28）・三宅　一宏（高 35）
■代表幹事／新田　豊（高 19）
■監事／馬場　等（高 24）・青木　星一（高 25）
○お問合せ先
事務局　大森　喜弘（高 26）　〔TEL〕0768-62-0247

　令和 5 年 8 月 3 日、役員会を開催しました（海亭のと吉にて）。久しぶりの親交を楽しみ、元のと
おり意気が上がりました。今回は坂口茂市長（高 27）も参加されました。
〔文責：事務局　井池光信（高 26）〕

会長／田村敏博
（高 23）

羽咋宝達志水地区同窓会 【会員数：約 380 名】

■顧問／櫻木　博（高 7）・小幡　秀治（高 8）　■副会長／赤池　礼子（高 19）
■代表幹事／清水　久範（高 21）　■監事／安達　清子（高 21）・山本まり子（高 21）

○お問合せ先
事務局　尾崎　真裕美（高 31）　〔TEL〕090-9769-1817

　能登半島地震の被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます。
　「今日ある命は明日もあるとは限りません。そうやって地震は起きました。」3・11東日本大震災のある被災者が言いました。2024年1月1日16時10分、
家が揺れた時、この言葉がすぐ浮かびました。本当に起きてしまったと。
　羽咋・宝達志水地区も被害はありました。同級生や支部の役員数名と情報交換しましたが皆さん命は無事でした。七尾や奥能登に住む同級生はどうし
ているだろう、と心病む日々が過ぎていきますが、皆一人では何もできず、それぞれが情報収集しながら、じっと家族と職場の仲間達、地域の方々を守っ
ています。
　奥能登で生まれた私は、怖くて悲しくて、景観が変わってしまった奥能登の映像に心痛みますが、七高生が受験に臨む姿に感動と勇気を貰いました。
皆さんが元気になること、大好きな能登が復興できること、同窓の方々と再び会えることを願い続けています。共に頑張ろう！七尾高校同窓生。
〔文責：事務局　尾崎真裕美（高 31）〕

会長／三浦正義
（高 23）

富 山 同 窓 会 【会員数：約 340 名】

■副会長／戸澗　裕文（高 27）
■幹事／棚田　一也（高 32）・二谷　武（高 34）・宮本　尚和（高 41）・當波　茂孝（高 42）
■会計／高鳥毛　正（高 32）・常光　健一（高 37）
■会計監査／半田　豊和（高 23）・森永　智恵（高 38）

※お問い合わせは、七尾高校同窓会事務局まで

第 45 号 令和 6年 6月（8）七尾高校同窓会だより
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七尾高等学校同窓会
新旧会長歓送迎会

津田前会長へ
内田幸子副会長 ( 高 32) から

記念品贈呈

久保新会長へ
木下美也子副会長 ( 高 41) から

記念品贈呈

七尾市広報ウェブページから引用

三藤観映先生（高 17）の令和５年度七尾市文化産業賞受賞を祝う

第 45 号（11）令和 6年 6月 七尾高校同窓会だより

　本年早々、能登半島は未曽有の大地震に見舞われ、多くの方が被災しました。例年の出品者の中にも自宅が損壊
するなど被害を受けた方もおられるほか、街中には未だに倒壊建物が残り、避難生活されている方も多く、完全復
旧はまだ先になると思われます。
　今年度は第30回の記念展を迎える予定でしたが、展覧会の会場となる石川県七尾美術館は内部の損傷の為、ほぼ
年内は利用できない状況にあります。七尾高校同窓美術会は役員で協議し、令和6年度は次のように決めさせていた
だきました。ご理解とご協力をお願いいたします。
　　
１．令和６年度は美術館やギャラリー施設での作品展示は行いません。
２．当会発会の礎となった石川県七尾美術館の完全復旧後、七尾高校創立記念日に合わせて第30回記念展を同美術
　　館で開催します。
３．今年度は同窓会ホームページでの画像による作品展とします。出展申込みは次のとおりで、公開は９月下旬です。
　　
〈掲載作品〉
　近作またはこれまでに同窓会ホームページに掲載していない作品を１人１点。初めて出品される方も歓迎します。
　　
〈送信方法〉
　作品をカメラなどで撮影していただき、画像データとともに出品者名、卒回、作品名、
サイズ、制作年、制作意図（公募展出品の場合は展覧会名）を入力し、メールにて
８月３１日(土）までにお送りください。掲載は無料で、順次受付いたします。
　　　【メール送信先】　E-mail：honbu@nanakou.jp　七尾高校同窓会事務局まで
　　　（お問合せ）　七尾高校同窓美術会事務局　加地　求(高25)　
　　〒９２６- ０８１３　石川県七尾市南藤橋町子部６６－６
　　ＴＥＬ ０７６７－５２－１６１３
　　
　これまでの作品は、同窓会ホームページ「七尾高校同窓美術会GALLARY」から閲覧できます。

　　　　　　　　　　　　　　を検索

令和６年度　七尾高校同窓美術会展について

昨年も多くの方にご来場をいた
だきました。　

 七尾高校同窓会
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思
い
も

あ
り
、
国
家
公
務
員
と
し
て
の
制
限
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
退
職
し
税
理

士
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
様
々
な

活
動
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
仲
間
か

ら
の
期
待
も
あ
り
、
令
和
２
年
11
月
に

七
尾
市
長
と
な
り
ま
し
た
。
思
い
起
こ

せ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
「
塞
翁
が
馬
」
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
、
家
を
失
っ
た
人
、

被
災
し
て
苦
し
い
思
い
を
し
た
人
も

多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
能
登
半
島
全
域

が
大
き
く
損
壊
し
、
復
旧
ま
で
に
は
長

い
年
月
が
か
か
り
ま
す
。
一
方
で
、
全

国
か
ら
、
ま
た
、
世
界
か
ら
多
く
の

方
々
に
支
援
や
激
励
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
国
の
七
尾
高
校
同
窓
会
の

方
々
か
ら
も
多
く
の
応
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
で
、能
登
・

七
尾
が
全
国
、
そ
し
て
海
外
に
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
能
登

半
島
が
復
興
す
る
こ
と
で
、
能
登
・
七

尾
へ
多
く
の
方
が
来
て
い
た
だ
く
「
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
」
で
す
。
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
能
登
の
里
山
里
海
、

豊
か
な
食
や
和
倉
温
泉
、
歴
史
・
文
化

に
満
ち
溢
れ
、
た
く
さ
ん
の
祭
り
が
あ

る
能
登
・
七
尾
が
幸
い
に
転
じ
る
可
能

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
元
日
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
地
震
が
能
登
半
島
で
発
生

し
ま
し
た
。
七
尾
市
で
も
震
度
６
強
を

記
録
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
被
災
さ

れ
た
方
に
は
、
お
悔
や
み
、
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
自
宅
で
く
つ
ろ
い
で
い
ま
し

た
が
、
２
度
目
の
激
し
い
揺
れ
は
、
た

だ
事
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
瞬
時

に
29
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
当
時
は
大
阪
国
税
局
東

税
務
署
で
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
人
命
最
優
先
と
の
思
い
か
ら
、

自
宅
近
く
の
小
丸
山
城
址
公
園
へ
向
か

う
人
々
を
誘
導
し
、
そ
の
後
、
市
役
所

庁
舎
へ
駆
け
つ
け
震
災
対
応
に
当
た
り

ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
災
害
関
連
死
を
出
さ

な
い
こ
と
を
重
要
事
項
と
し
、
様
々
な

課
題
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
の
高
校
時
代
は
、
好

き
で
は
な
い
勉
強
に
時
間
を
取
ら
れ
、

日
々
漠
然
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
部

活
も
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
中

学
時
代
バ
レ
ー
部
で
膝
を
痛
め
て
い

た
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
帰
宅
部
」

で
し
た
。
具
体
的
な
夢
も
な
く
数
学
が

好
き
だ
っ
た
の
で
、
数
学
の
先
生
で
も

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
受
験
の
前
に
父
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
試
験
を
勧
め
ら
れ
受
験
し
た

と
こ
ろ
合
格
し
ま
し
た
。
税
務
大
学
校

で
給
料
を
も
ら
い
な
が
ら
勉
強
で
き

る
こ
と
も
魅
力
で
就
職
し
ま
し
た
。
税

務
大
学
校
で
は
、
税
法
な
ど
一
般
の
大

学
４
年
間
分
の
法
律
を
学
ぶ
中
で
、
法

律
に
興
味
を
持
っ
た
た
め
、
働
き
な
が

ら
近
畿
大
学
法
学
部
へ
進
学
し
ま
し

た
。
目
的
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
に
大
き

な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
時
代
の
親
友
が
同
じ
公
務

員
試
験
を
受
験
し
て
い
ま
し
た
。
七
尾

高
校
へ
合
格
で
き
る
学
力
が
あ
り
な

が
ら
、
家
庭
の
事
情
で
就
職
す
る
た

め
、
別
の
高
校
へ
進
学
し
て
い
ま
し

た
。
公
務
員
の
全
国
模
試
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
績
で
、
合
格
間
違
い
な
し

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
は
不

合
格
で
し
た
。
彼
は
そ
の
後
、
新
聞
奨

学
生
を
し
な
が
ら
東
京
の
大
学
の
夜

間
に
通
い
、
都
内
の
教
員
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
40
代
で
、
東
京
都
内
で
一

番
若
い
小
学
校
の
校
長
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
時
、
思
い
出
し
た
の
は
高
校
の

漢
文
の
授
業
で
学
ん
だ
「
人
間
万
事
塞

翁
が
馬
」
で
し
た
。
人
生
に
お
け
る
幸

不
幸
は
予
測
し
が
た
く
、
幸
い
が
不
幸

に
、
不
幸
が
幸
い
に
い
つ
転
じ
る
か
わ

か
ら
な
い
と
。

　

私
に
は
娘
が
３
人
い
ま
す
が
、「
勉

強
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た
こ
と
が
１
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
子
供
の
こ
ろ

「
勉
強
し
な
さ
い
。
偉
い
人
に
な
り
な

さ
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
、
そ
れ
が
嫌
で

娘
た
ち
に
は
、
何
故
、
勉
強
を
す
る
の

か
、
生
き
行
く
た
め
の
知
識
を
得
る
こ

と
が
勉
強
で
あ
り
、
学
校
の
授
業
だ
け

が
勉
強
で
は
な
い
と
話
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
早
く
か
ら
目
標
を
決
め
て
お

り
、
長
女
は
、
子
供
が
好
き
で
保
母
さ

ん
に
な
り
た
い
と
、
保
育
専
門
の
大
学

に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
障
害
児

教
育
に
も
興
味
を
持
ち
、
教
員
の
資
格

も
取
り
ま
し
た
が
、
航
空
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
元
Ｃ
Ａ
の
方
の
授
業
を
受
け
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
Ｃ
Ａ
へ
の
道
に
進

み
ま
し
た
。
英
語
も
話
せ
な
い
娘
が
Ｊ

Ａ
Ｌ
に
就
職
し
、
そ
の
後
、
国
際
線
を

飛
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
が
、
し
ば
ら
く

し
て
、
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
た
い
と

退
職
し
、
英
語
を
学
び
、
現
在
は
英
会

話
講
師
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
当

初
は
大
阪
で
定
年
を
迎
え
る
ま
で
、
税

special interview

茶谷 義隆 氏（高36期）

「人間万事塞翁が馬」「人間万事塞翁が馬」
～能登半島地震からの復興に向けて～～能登半島地震からの復興に向けて～

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
　

七
尾
高
校
時
代

　

国
家
公
務
員
へ
就
職

　

人
間
万
事
塞
翁
が
馬

　

人
生
の
目
標
と
は

　

七
尾
市
長
へ
の
道

茶谷　義隆（ちゃたに　よしたか）
1965 年七尾市生まれ。高校卒業後、1984 年に金沢国
税局総務部に採用され、大阪国税局および管内税務署で
勤務。働きながら 1990 年に近畿大学法学部を卒業し、
2010 年に七尾税務署に勤務。2013 年に退職し、税理
士事務所所長等を経て2020年に七尾市長に就任。

　

今
後
の
目
標
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た
世
界
か
ら
の
支
援
の
先
に
復
興
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
七
尾
市
に
帰
省
し
て
お

り
ミ
ナ
ク
ル
で
被
災
し
ま
し
た
が
、
そ

の
際
一
夜
を
乗
り
越
え
れ
る
よ
う
に

物
資
を
配
っ
て
く
れ
た
七
高
生
や
地

域
の
方
々
を
見
ま
し
た
。
こ
う
し
た
支

え
合
い
の
先
に
ま
た
皆
さ
ん
の
日
常

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
苦
し
い
こ

と
は
吐
き
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

心
は
強
く
柔
軟
に
現
実
と
向
か
い
合

い
復
興
に
向
け
て
協
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　

今
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
、

何
事
に
も
全
力
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
！

　

私
の
高
校
時
代
は
と
て
も
充
実
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
文
系
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス

だ
っ
た
の
で
、
3
年
間
同
じ
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
学
ん
で
ふ
ざ
け
て
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
部
活
動
（
ボ
ー
ト
部
）
で

も
個
性
的
な
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
艇
に
乗

り
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
す
ご
し

ま
し
た
。
艇
庫
は
私
の
隠
れ
家
み
た
い

な
存
在
で
も
あ
り
、
部
活
動
が
な
い
日

で
も
家
か
ら
通
っ
て
海
を
見
な
が
ら

ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
事
も
多
か
っ
た
で

す
。

　

水
の
上
を
進
む
疾
走
感
で
す
！
自
分

の
手
で
生
み
出
し
た
ス
ピ
ー
ド
は
爽
快

で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
い
け
る
だ
ろ
う
と

い
う
シ
ン
プ
ル
な
楽
し
み
を
く
れ
ま

す
。
私
が
高
校
生
で
ボ
ー
ト
を
始
め
た

の
は
そ
こ
に
惹
か
れ
た
か
ら
で
す
。

　

＊
１
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
の
5
位
と
言
う

結
果
に
は
喜
び
よ
り
も
悔
し
い
気
持

ち
の
方
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

ア
ジ
ア
大
会
は
昨
シ
ー
ズ
ン
の
締

め
く
く
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
う
え
で
も

良
い
結
果
で
終
え
た
い
と
取
組
ん
で

き
た
の
で
、
そ
う
思
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
大
会
前
最
後
の
合
宿
で
得
た

艇
の
進
ま
せ
方
に
お
け
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
面
を
今
回
の
レ
ー
ス
で
は
出
せ
た

と
思
え
る
場
面
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
点
に
も
着
目
し
て
今

後
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

＊
２
エ
イ
ト
の
レ
ー
ス
で
は
一
緒
に

乗
っ
て
い
た
ク
ル
ー
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
銀
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
は
今
回
の
レ
ー
ス
が

＊
３
ス
イ
ー
プ
競
技
初
レ
ー
ス
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
力
を
入

れ
て
指
導
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　

エ
イ
ト
の
練
習
自
体
は
限
ら
れ
た

時
間
の
な
か
で
行
わ
れ
た
も
の
で
し

た
が
、
普
段
は
一
緒
に
乗
ら
な
い
ク

ル
ー
メ
ン
バ
ー
の
水
上
で
の
真
剣
な

様
子
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
は
日
本
代
表
選
手
に
な
り
世

界
と
戦
う
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
国
内
の
レ
ー
ス
を
メ
イ
ン

と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

被
災
地
で
頑
張
り
、
踏
ん
張
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
の
底
力
と
、
日
本
全
国
ま

　

高
校
時
代
の
思
い
出

　

競
技
の
魅
力

　

現
在
の
活
動

　

ア
ジ
ア
競
技
大
会
を

　

振
り
返
っ
て

　

能
登
半
島
地
震
の

　

復
興
に
寄
せ
て

　

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

special interview

柿島 麗 氏（高69期）

柿島　麗（かきしま うらら）
石川県七尾市出身
2021年　金沢大学教育学類卒業
戸田中央総合病院勤務（ローイングクラブ所属）
2023年　第 19回アジア競技大会
ローイング女子エイト　銀メダル
女子軽量級ダブルスカル5位入賞

柿島選手（後列左）

水上の疾走に魅せられて水上の疾走に魅せられて
～ローイング（旧ボート）競技で世界をめざす～～ローイング（旧ボート）競技で世界をめざす～

﹇
＊
注
釈
﹈
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ダ
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２
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ぐ
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目



『君は放課後インソムニア』
TVアニメと実写映画、この１年！

★
生
徒
全
員
で
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
制
作
！

　

全
校
生
徒
約
六
百
名
が
参
加
し
、

天
体
観
測
室
で
星
空
を
見
上
げ
る
主

人
公
２
人
の
ア
ニ
メ
イ
ラ
ス
ト
で
、

縦
約
４
ｍ
、
横
約
７
ｍ
と
な
る
モ
ザ

イ
ク
ア
ー
ト
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

著
者
の
オ
ジ
ロ
マ
コ
ト
さ
ん
の
サ

イ
ン
色
紙
や
映
画
で
使
用
さ
れ
た

グ
ッ
ズ
を
並
べ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

★
天
文
台
公
開
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ

　
バ
ス
披
露

　

天
文
台
で
は
５
人
ず
つ
中
に
入
っ

て
見
学
し
て
も
ら
い
、
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
天
文
班
の
生
徒
が

望
遠
鏡
で
の
観
察
の
様
子
を
説
明
し

ま
し
た
。
関
係
者
以
外
は
普
段
立
ち

入
れ
な
い
天
体
観
測
室
や
屋
上
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
ド
ー
ム
内
部
や
天

体
望
遠
鏡
を
見
よ
う
と
、
行
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、七
尾
市
内
を
循
環
す
る
「
君

は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
」
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
市
内
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

主人公が通うモデル校として七尾高校が描かれ、令和５年４月から TV アニメが
放送され、６月から実写映画が全国ロードショーにて公開されました。
８月31日と９月１日に開催された文化祭では関連するイベントが行われました。

10
月
23
日
、
教
育
評
論
家
の
「
尾
木
マ
マ
」

こ
と
尾
木
直
樹
さ
ん
を
迎
え
て
、
創
立
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
校
生
徒
と
聴
講
希

望
保
護
者
１
１
４
人
が
、
テ
ー
マ
「
未
来
を
拓

く
教
育
を
考
え
る
」
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
尾
木
マ
マ
の
朗
ら
か

で
親
し
み
の
あ
る
笑
顔
が
印
象
的
で
、
ス
テ
ー

ジ
を
降
り
て
、
生
徒
ら
に
直
接
話
し
か
け
た
り
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
り
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
感
受
性
の
鋭
い
年
代
の
生
徒
ら

に
向
け
て
、「
あ
り
の
ま
ま
に
今
を
輝
く
」
と
い

う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。 教育評論家

尾木　直樹  氏

演
題

『
未
来
を
拓
く
教
育
を
考
え
る
』

創
立
記
念
講
演
会
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　平素は、七尾高等学校同窓会並びに七尾高等学校に対し、皆様方の温かいご支援とご指導を賜り心よりお礼
申し上げます。
　この度、七尾高校同窓会の活動へのさらなるご理解およびご支援の一助として、七尾高校同窓会オリジナル
グッズ「半袖ポロシャツ（2種類）」と「マフラータオル」を販売することにいたしました。以下の各グッズの
詳細および注文方法等をご覧いただき、ぜひご購入ください。なお、収益の一部は、七尾高校同窓会の諸活動
に充てさせていただきたいと存じます。

石川県立七尾高等学校同窓会会長　久保　聡　

　ご注文は、フォームアドレスまたはQRコードにアクセスしてお申込みいただいた後、商品
の代金を下記口座にお振込みください。ご注文とご入金の照会ができましたら商品を発送いた
します。

　

令
和
６
年
５
月
17
日
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
お

よ
び
ワ
ゴ
ン
車
贈
呈
式
が
七
尾
高
校
第
一
体

育
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
佐
原

吉
博
同
窓
会
顧
問（
高
７
）、
大
林
重
治
同
窓

会
顧
問（
高
13
）、
久
保
聡
同
窓
会
会
長（
高

27
）
、
今
村
七
郎
同
窓
会
監
事（
高
13
）
お
よ

び
鳥
木
隆
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長（
高
41
）
が
出
席
さ
れ
、

県
高
校
総
体
・
総
文
等
壮
行
式
に
続
い
て
贈

呈
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら

は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
ワ

ゴ
ン
車
一
台
が
七
尾
高
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

久
保
同
窓
会
会
長
よ
り
、「
同
窓
会
は
生
徒

み
な
さ
ん
の
一
番
の
応
援
団
で
あ
り
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
に
つ
い
て
は
七
尾
高
校
支
援
す
る

会
の
ご
寄
付
を
充
て
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
ず

に
、
安
全
か
つ
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
樋
上
校
長
へ
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
で
生
徒
た

ち
が
円
滑
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
な
る
活
躍
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（１）半袖ポロシャツA

＊左袖と背中に印刷　
１枚　３，５００円　[ 送料込み ]
サイズ：S・M・L・LL・3L

＊左袖と背中に印刷　
１枚　３，５００円　[ 送料込み ]
サイズ：S・M・L・LL・3L

(2) 半袖ポロシャツB

＊左袖のみ印刷
１枚　３，５００円　[ 送料込み ]
サイズ：S・M・L・LL・3L

＊左袖のみ印刷
１枚　３，５００円　[ 送料込み ]
サイズ：S・M・L・LL・3L

(3) マフラータオル

【 20cm×110cm 】
１枚　1，2００円　[ 送料込み ]
【 20cm×110cm 】
１枚　1，2００円　[ 送料込み ]

１　オリジナルグッズ

２　ご注文方法および振込先

贈呈されたマイクロバスとワゴン車の前で記念撮影

同
窓
会
よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
贈
呈

同
窓
会
よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
贈
呈

口座名義

七高同窓会グッズ販売口座　会計　滝　　渉

金融機関名 店 番

のと共栄信用金庫本店営業部

口座番号

普通預金　３１１８８５３００１

フォームアドレス　https://forms.gle/7XEsq1BfpVkZ15vR6
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キャリア教育講演会／７月

総体・総文壮行式／ 5月

遠足／ 4月

校内陸上競技大会／６月

七高祭（体育祭）/９月
七高祭（文化祭）/８月・９月

校内球技大会／ 10月

修学旅行／ 10月

大学合格者数 （令和6年4月現在）

国立大学 合格者数

京 都 大 2

北 海 道 大 3

東 北 大 2

名 古 屋 大 2

大 阪 大 5

九 州 大 1

群 馬 大 1

千 葉 大 3

上 越 教 育 大 3

新 潟 大 1

富 山 大 30

金 沢 大 27

福 井 大 6

信 州 大 1

広 島 大 2

そ　 の　 他 8

合　計 97

公立大学 合格者数

富 山 県 立 大 3

石川県立看護大 7

石 川 県 立 大 1

公 立 小 松 大 7

福 井 県 立 大 3

大 阪 公 立 大 2

そ の 他 10

合　 　計 33

私立大学 合格者数

中 央 大 2

東 京 理 科 大 3

法 政 大 6

明 治 大 4

早 稲 田 大 3

同 志 社 大 14

立 命 館 大 27

関 西 大 4

関 西 学 院 大 16

そ　 の　 他 339

合　計 418

 ご 寄 贈
（令和5年4月～令和6年5月）
●七尾高校同窓会
　　ＡＥＤ 自動体外式除細動器　 1台
●三谷　史生（高17）　救命艇エンジン　１基
●三藤　観映（高17）　大筆　１本
　　『新日本古典文学大系明治編』（岩波書店）30冊
●佐々木　弘明（高5）
　　『日本古典文學大系』『日本古典文学全集等』
●井田　十吾（高13）　
　　『朝鮮王朝実録風俗関係抄録集』写本及び文書等
●篠田　千鶴（高18）　自著『知生』（文芸社）　１冊
●三浦　正義（高23） 自著『紙カルテの余白～小児科医の本音～』（文芸社）１冊
●端谷　毅（高26）
　　自著『精神科医が伝えたい「発達障がい」でもだいじょうぶ！』（現代書林）１冊
　　自著『マインドフルネスを超えた呼吸法』　（22世紀アート）１冊
●山口　和人（高31）　大村智著『縁尋機妙』（致知出版社）１冊

ご揮毫
三藤 観映 氏(高17)より七高図書館報の題字
『図書館報』をご揮毫いただき、第１６３号
刊行から使用しています。
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　七尾高校は文部科学省より「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」に指定されて今年で２１年目を迎え
ています。第Ⅴ期「先導的改革型」（令和４年から３年間）では，第Ⅳ期に開発した文理の枠を超えた探究活動
である「融合プロジェクト」の高度化により「総合知」の創出を図るとともに学際的協働を主導する科学技術ファ
シリテーターを育成するシステムを構築することを目標として，研究開発を行っています。

　七尾高校が石川県より「いしかわニュースーパーハイスクール事業（NSH）」に指定され 13年目になります。
今年度は、イギリス海外研修を再開し、21Hの生徒は非常に充実した９日間を過ごすことができました。
　また、課題研究で行っている「能登を振興させるためのビジネスプラン作り」では、日本政策金融公庫主催
のビジネスグランプリにおいて学校賞を受賞することができました。七尾高校の探究活動は、外部の方より高
く評価いただいております。
　新規事業としては、七尾市の「ななお SDGｓスイッチ 2023」事業とタイアップし、11Ｈの生徒が地元商工
会議所のメンバーや金融機関、地元有志の皆様とともに七尾市の音声ガイド付き観光マップを作成しました。

七尾高校のさらなる魅力発信のため、
七尾高校「公式」Instagramを開設しました。
右記QRコードまたは下記URLアドレスから
アクセスし、ご利用ください。
なお、アクセス後に運用ポリシーを必ずご確認ください。
https://www.instagram.com/nanao_high_school/

七尾高校「公式」Instagram開設

QRコード 
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　第一次予選会
男子　ベスト８　山道悠生､ 岩岸煌真
■石川県高等学校総合体育大会
男子個人　ベスト８　
　山道悠生､ 岩岸煌真【北信越大会出場】
女子団体　ベスト８
女子個人　ベスト16
　新谷心和､ 濱道麗央菜【北信越大会出場】
■石川県高等学校ソフトテニス１年生研修大会
男子Ａ：ベスト8　吉田徳翔､ 岩岸煌真
男子Ｂ：優勝　濱田康佑､ 楠皓介
■石川県高等学校ソフトテニス新人大会兼第49回
　全日本高等学校選抜ソフトテニス大会　第一次
　予選会
男子
　団体　２回戦　七尾０－２能登
　個人　ベスト８　塚本雲匠､ 岩岸煌真
　　　　　　　　　　【県選抜大会出場】
女子
　団体　２回戦　七尾１－２金沢泉丘
　個人　ベスト16　平場百華､ 宮﨑友里
　　　　　　　　　　【県選抜大会出場】
　　　　ベスト16　新谷心和､ 濱道麗央菜
　　　　　　　　　　【県選抜大会出場】
■石川県高等学校ソフトテニス選抜インドア大会
男子個人　３位
　塚本雲匠､ 岩岸煌真【北信越大会出場】
女子個人　ベスト12
　新谷心和､ 濱道麗央菜【北信越大会出場】

【バドミントン部】
■第49回能登地区高等学校バドミントン選手権大会
男子
　団体　　　　２位　七尾Ａ
　ダブルス　　２位　延田隆治､ 輪瀬一馬
　ダブルス　　３位　芳田湧樹､ 高尾英志
　シングルス　２位　高尾英志
　シングルス　３位　芳田湧樹、輪瀬一馬
女子
　団体　　　　２位　七尾Ａ
　ダブルス　　３位　笹弥真帆､ 西山茉佑
　シングルス２部　３位　松田芽依
■石川県高等学校総合体育大会
男子団体　３位【北信越大会出場】
■第46回北信越高等学校バドミントン競技大会
男子団体　２回戦　七尾０－３長野商業
■第73回石川県高等学校バドミントン根上大会
男子団体　準優勝
■石川県高等学校新人バドミントン選手権大会兼
　第52回全国高等学校選抜バドミントン大会・北信
　越予選会
男子団体　七尾２－３小松
女子団体　２回戦　七尾０－３金沢学院大附

【水泳部】
■第76回石川県高等学校選手権水泳競技大会兼
　第56回北信越高等学校選手権水泳競技大会予選会
男子
　50ｍ自由形
　３位　大江竜生【北信越大会出場】
　100ｍ自由形
　３位　大江竜生【北信越大会出場】
　100ｍ背泳ぎ
　４位　南耕大　【北信越大会出場】
　200ｍ背泳ぎ
　３位　南耕大　【北信越大会出場】
　100ｍバタフライ
　６位　塚凜太朗【北信越大会出場】
　4×100ｍメドレーリレー　６位
　　南耕大､ 髙匡一郎､ 塚凜太朗､ 大江竜生
　　【北信越大会出場】
■第56回北信越高等学校選手権水泳競技大会兼
　第91回日本高等学校選手権水泳競技大会予選会
　男子50ｍ自由形
　　　５位　大江竜生【インターハイ出場】
　　 100ｍ自由形
　　　５位　大江竜生【インターハイ出場】
　　4×100ｍメドレーリレー　14位　
　　南耕大､ 髙匡一郎､ 塚凜太朗､ 大江竜生
■第91回日本高等学校選手権水泳競技大会
　男子 50ｍ自由形　24位　大江竜生
　　  100ｍ自由形　54位　大江竜生

■石川県高等学校新人大会
男子　50ｍ自由形　 優勝　大江竜生
　　　　　　　 　 　６位　髙匡一郎
　　　100ｍ自由形  ２位　大江竜生
　　　　　　　 　 　７位　髙匡一郎

【ＳＳＣ】
■第47回全国高等学校総合文化祭
　自然科学部門(生物)ポスター発表　奨励賞
　佐々木結夢､ 村井遥奈､ 柴野恭輔､ 橋本健汰
■第13回高校生バイオサミットin鶴岡
　研究成果部門　優秀賞　亀允斗
　審査員特別賞　村井遥奈
■第13回いしかわエコデザイン賞2023
　教育・社会活動領域　大賞
　　浅田遥音､ 岡峰尚歳､ 金沢寧々､ 竹澤翔､
　　田中竣､ 延田考聡､ 山口色葉
■第21回高校生・高専生科学技術チャレンジ
　入賞　亀允斗
■日本動物学会中部支部会
　優秀賞　浅田遥音､ 金沢寧々､ 竹澤翔
　　　　　田中竣､ 延田考聡､ 山口色葉
　優秀賞　松原慶治､ 村山昴輝､ 柴葉月
　　　　　中山絢乃
■第14回坊ちゃん科学賞研究論文コンテスト
　佳作　岡本真奈､ 田村有逢､ 松本ちなみ
　　　　宮腰光里､ 大成逢生､ 亀允斗
　　　　酒井優里､ 真鶴優輝
■朝永振一郎記念　第18回 ｢科学の芽｣ 賞
　努力賞　廣澤夢空､ 福井隆介､ 向瀬紗来

【吹奏楽局】
■第71回石川県吹奏楽コンクール
　高等学校Ｂ部門　金賞
■第58回石川県アンサンブルコンテスト口能登
　支部大会
　打楽器二重奏　金賞
　　赤池知哉､ 福嶋 生
　フルート三重奏　銀賞
　　室木穂乃､ 北川美佑､ 大橋咲穂
　金管六重奏　銀賞
　　河原清二､ 辻口歩実､ 坂上晏寿
　　塚林千晶､ 小林真也､ 坂本博斗
■第58回石川県アンサンブルコンテスト
　高等学校部門　打楽器二重奏　金賞
　　赤池知哉､ 福嶋 生

【放送局】
■第70回NHK杯全国高等学校放送コンテスト
　石川県大会　出場
■石川県高校放送コンテスト新人大会　出場

【美術部】
■石川県高等学校総合文化祭高等学校総合美術展
　美術工芸部門　佳作　村井康晟
■第23回北陸三県絵画・デザインハイスクール
　選手権
　優秀賞　金田純佳

■読書感想画中央コンクール石川県コンクール
　優良賞　金田純佳

【合唱部】
■第43回石川県高等学校総合文化祭　出場

【郷土研究部】
■全国高等学校社会科学・郷土研究発表大会
　郷土研究部門　優良賞
　　大根和紗､ 髙﨑安奈､ 大矢奈緒

■石川県高文連郷土部冬季合同研究発表会
　歴史・考古部門　最優秀賞
　　佐竹十和子､ 前田暖夢､ 一花綾哩
　　【R6年度全国総文出場決定】

【文芸部】
■石川県高文連文芸部主催文芸作品コンクール
　詩部門　　優良賞　丹後真緒
　俳句部門　佳作　　徳舛康之介
　短歌部門　優良賞　丹後真緒
　　　　　　佳作　　中村美晴
　散文部門　優良賞　神保咲良
■第47回全国高等学校総合文化祭
　文芸部門誌部門参加　沢田玲奈

【書道部】
■第43回石川県高等学校総合文化祭　高校生の
　美術展
　書道部門　最優秀賞　髙木悠衣
　　　　　　優秀賞　　高田もえ
　　　　　　佳作　　　佐々木結夢
■石川県高等学校文化連盟　高校生の書道展
　最優秀賞　髙木悠衣【R6年度全国総文出品決定】

【弁論部】
■第47回全国高等学校総合文化祭
　弁論部門　奨励賞　鯰田樹璃
■第43回石川県高等学校総合文化祭兼第72回石川
　県高等学校 ｢私達の主張｣ 発表大会
　優良賞　長尾夏恋､ 林秀樹

【写真部】
■第43回石川県高等学校総合文化祭写真展
　写真部門　優良賞　三宅友香
　　　　　　佳作　　幸正夏音
【吟詠剣詩舞】
■第47回全国高等学校総合文化祭
　吟詠剣詩舞部門　生徒交流会・舞台発表　参加
　　前濱来瞳、大貝莉子



【野球部】
■第148回北信越地区高等学校野球石川県大会
２回戦　七尾１－４大聖寺
■第105回全国高等学校野球選手権記念石川大会
１回戦　七尾７－８金沢錦丘
■第149回北信越地区高等学校野球石川県大会
２回戦　七尾１－11小松大谷

【陸上競技部】
■第62回全日本競歩輪島大会
女子　5㎞競歩（高校）　 ６位　川上優香　
■第76回石川県高等学校校総合体育大会地区予選会
男子
　800ｍ　 ３位　白井新大
　円盤投　１位　森田一成
　やり投　１位　柳川慎之助
　やり投　２位　森田一成
　4×100ｍR　３位　七尾高校Ａ
　(服部翔太､ 山岸泰大､ 岩根光優､ 亀允斗)
女子
　200ｍ　 ３位　立川綾音
　400ｍH １位　妹尾瞳翠
　走幅跳　１位　宮崎心愛
　走幅跳　３位　毛利彩音
　三段跳　２位　毛利彩音
■第84回石川県陸上競技選手権大会
男子　やり投　７位　森田一成
■特別国民体育大会石川県予選会
少年Ａ男子　　やり投　　２位　森田一成
少年女子共通　5000ｍＷ  １位　川上優香
　　　　　　　三段跳　　８位　毛利彩音
成年女子　　　棒高跳　　３位　岡田美星
■第75回石川県高等学校陸上競技対校選手権大会
男子
　砲丸投　３位　森田一成【北信越総体出場】
　円盤投　３位　森田一成【北信越総体出場】
　やり投　２位　森田一成【北信越総体出場】
　ﾊﾝﾏｰ投　８位　柳川慎之助
　やり投　８位　柳川慎之助
女子
　5000ｍＷ  ２位　川上優香【北信越総体出場】
　ﾊﾝﾏｰ投　　３位　中泉心希【北信越総体出場】
　七種競技　３位　宮崎心愛【北信越総体出場】
　棒高跳　　５位　岡田美星
■第62回北信越高等学校陸上競技対校選手権大会
男子
　砲丸投　　４位　森田一成【インターハイ出場】
　やり投　　８位　森田一成
女子
　5000ｍＷ　５位　川上優香【インターハイ出場】
■全国高等学校総合体育大会
男子
　砲丸投　　予選２組　30位　森田一成
女子
　5000ｍＷ　予選２組　17位　川上優香

■第65回石川県高等学校新人大会
男子
　八種競技　８位　服部翔太　８位
女子
　棒高跳　　２位　岡田美星【北信越新人出場】
　棒高跳　　４位　新江琉夏【北信越新人出場】
　ﾊﾝﾏｰ投　　４位　立川綾音【北信越新人出場】
　ﾊﾝﾏｰ投　　８位　松江珠里
　七種競技　８位　矢田栞音
　三段跳　　７位　毛利彩音
■第77回石川県耐寒継走大会七尾・中島大会
男子高校１部　　５位
　春山京士朗､ 服部翔太､ 岩根光優､ 坂井栄寿
女子一般・高校　２位
　松江珠里､ 岡田美星､ 立川綾音､ 毛利彩音

【剣道部】
■第70回四高旗並びに金大旗争奪春季大会兼
　第25回金沢大学学長杯

男子団体
　２回戦　対星稜（1人残し）
女子団体　ベスト８
　２回戦　対金沢泉丘（1人残し）
■石川県高等学校総合体育大会
男子団体　ベスト８
　２回戦　七尾１－３星稜
男子個人　辻俊乃介　準優勝
女子団体　ベスト８
　２回戦　七尾１－３金沢
■北信越高等学校総合体育大会
男子個人　１回戦（延長戦）
　辻俊乃介　対　黒瀬（富山龍谷）
■全国高等学校総合体育大会
男子個人　１回戦（延長戦）
　辻俊乃介　対　新口（帝京第五）

■能登地区高等学校剣道大会
女子団体　準優勝
■石川県高等学校新人大会
男子団体　予選代表決定戦敗退
　予選　　七尾１－１金沢学院大附
女子団体　5位【北信越大会出場】
　北信越出場決定戦　七尾３－１金沢錦丘
　（泉咲希､ 廣澤聖菜､ 萬谷実央､ 奥本千琳､ 蓮本
　望乃､ 上田りあら）
■石川県高等学校剣道選抜大会
女子団体　３位
　２回戦　七尾０－５金沢
　（泉咲希､ 廣澤聖菜､ 萬谷実央､ 奥本千琳､ 蓮本
　望乃､ 上田りあら、北谷内結月）

【柔道部】
■石川県高等学校総合体育大会
男子個人66㎏級　大島寛次郎　ベスト８
　　　　　　　　　　【北信越大会出場】
■石川県高等学校新人体育大会
男子個人66㎏級　大島寛次郎　ベスト８

【空手道部】
■石川県高等学校総合体育大会
女子団体形　　３位【北信越大会出場】
女子団体組手　３位【北信越大会出場】
■北信越高等学校体育大会
女子団体形　第１ラウンド敗退
女子団体組手　１回戦敗退　対高岡第一
■石川県高等学校新人大会
男子
　団体形　３位【北信越大会出場】
　団体組手(5人制)　３位【北信越大会出場】
　個人組手76㎏　３位　丸山陽平
女子
　団体形　３位【北信越大会出場】
　団体組手(5人制)　３位【北信越大会出場】
　個人組手48㎏　３位　大田伊織
■第37回北信越高等学校空手道新人大会兼
　全国高等学校空手道選抜大会北信越地区予選会
男子
　団体形　　第１ラウンド敗退
　団体組手　１回戦　七尾０－５松本第一(長野)
女子
　団体形　　第１ラウンド敗退
　団体組手　１回戦　七尾２－３松本第一(長野)

【サッカー部】
■石川県高等学校総合体育大会
男子　１回戦　七尾０－３金沢市立工業
女子　準決勝　七尾０－４星稜
■第32回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
　石川県大会
準決勝　七尾０－12星稜
■石川県高等学校新人体育大会
男子　予選リーグ敗退
女子　３位決定戦敗退

【ボート部】
■石川県春季競漕大会
男子
　シングルスカル　３位　藤田恵次郎
　舵手付きクォドルプル　２位
　　坪田泰城､ 上田朔太郎､ 東悠､ 福多昌吾
　　能戸日那汰
女子
　ダブルスカル　２位　羽石真奈美､ 中嶋あこ
　舵手付きクォドルプル ３位
　　西村萌里､ 政氏美喜､ 輪瀬ゆづな､ 上杉蒼生
　　松本紗綾
■石川県高等学校総合体育大会
男子　総合　２位
　シングルスカル　２位　藤田恵次郎
　シングルスカル　３位　大石蓮太
　舵手付きクォドルプル　２位
　　坪田泰城､ 上田朔太郎､ 東悠､ 福多昌吾､
　　能戸日那汰
女子　総合　３位
　ダブルスカル　２位　羽石真奈美､ 中嶋あこ
■第50回北信越高等学校ボート選手権大会
男子
　舵手付きクォドルプル　８位
　　坪田泰城､ 上田朔太郎､ 東悠､ 福多昌吾､
　　能戸日那汰
女子
　ダブルスカル　７位　羽石真奈美､ 中嶋あこ
■第44回北信越国民体育大会ローイング競技
男子シングルスカル　５位　大石蓮太
■第51回中部選手権
女子シングルスカル　優勝　羽石真奈美

【卓球部】
■石川県高等学校総合体育大会
男子団体　３回戦　七尾２－３金沢泉丘
女子団体　１回戦　七尾０－３金沢北陵
■石川県高等学校新人体育大会
男子団体　ベスト８
　４回戦　七尾２－３金沢
　ダブルス　ベスト８　大石悠仁､ 山本惺凪
女子団体　２回戦　七尾１－３田鶴浜
■第51回北信越高等学校選抜卓球大会
　男子シングルス　小林聖和
　決勝トーナメント進出
■北信越高等学校１年生選抜卓球大会
　男子シングルス　山本惺凪
■第51回全国高等学校選抜卓球大会
　男子シングルス　山本惺凪

【バレーボール部】
■石川県バレーボール祭（高校の部）兼
　第73回中部日本6人制総合男女選手権大会県予選会
　（高校の部）兼第78回国民体育大会県予選会
男子　ベスト８
　　準々決勝　七尾０－２小松大谷
女子　３回戦　七尾０－２金沢学院大附
■石川県高等学校総合体育大会
男子　決勝トーナメント
　　　２回戦　七尾１－２金沢商業
女子　決勝トーナメント
　　　１回戦　七尾０－２金沢西
■石川県高等学校新人体育大会
男子　決勝トーナメント
　　　１回戦　七尾０－２県工
女子　決勝トーナメント
　　　１回戦　七尾０－２小松明峰

【バスケットボール部】
■石川県高等学校バスケットボール大会
　（第49回張江杯）
男子　ベスト８
女子　２回戦敗退
■石川県高等学校総合体育大会
男子　ベスト８
　宮崎稜功　石川県年間優秀選手賞
女子　２回戦敗退
■石川県高等学校新人体育大会
男子　ベスト８
女子　２回戦敗退

【ソフトテニス部】
■ハイスクールジャパンカップソフトテニス2023
　石川県予選会兼石川県高等学校総合体育大会　

令和５年度 主な部活動大会成績 県大会・北信越大会については、団体成績は最終結果、
個人成績はベスト８までを記載しております。
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１月１２日　共通テスト受験者用バス出発

オンライン授業（２年）
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第　45　号 令和 6年 6月（20）七尾高校同窓会だより
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【
高
10
】

中
川　

明
代

橋
本　

英
子

岡
田　

栄
治

青
木　

政
俊

佐
藤　

一
郎

髙
澤　
　

充

井
上　

孝
子

武
田　

純
一

武
元　

文
平

谷
口　

元
章

乙
谷　

晶
子

松
浦　

正
武

三
山　
　

剛

森
田　

和
夫

柳　
　

孔
明

山
本　

武
志

山
本　
　

正

国
田
美
奈
子

鈴
木　

孝
子

市
橋　

幸
子

【
高
11
】

姥
浦　

昭
二

梅
木　
　

繁

浦　
　
　

敦

小
町　

清
彦

坂
口　

竜
介

佐
々
木　

洋

柴
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壽

北
野　

慶
嗣

田
方　

英
行

高
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彦

立
川　
　

渉

出
村　

秀
孝

徳
永
寿
紀
一

中
村　

純
一

丹
後　

誠
仁

宮
元　

明
美

西
村　

邦
夫

廣
里
仙
十
郎

不
動
田
幹
雄

古
田　

精
一

松
木　
　

進

松
本　
　

浩

大
窪　

光
代

山
口　

邦
夫

吉
川　

利
昭

吉
村　

武
夫

伊
豆　

典
子

成
生　
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子
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子

横
川
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代
子

松
本　

繁
子
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12
】

石
岡　

敦
子

稲
邑　
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也

岩
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俊
男

鰀
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敬

石
川　

房
美

假
名
田
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苗
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坂
井　
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雄
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子

多
村　
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村　
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子
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下
外
茂
子
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村　

孝
之

石
原
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子
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谷　

芳
正

松
田　

俊
雄

松
本　

健
治

大
根　

富
男

野
上　

則
子

和
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節
子
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幸
子
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子
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子
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13
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ツ
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子
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子
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子
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男
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子

本
多　

洋
子
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了
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子
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谷　
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子
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清
子
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怜
子

畠
山　

和
子
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狭　

文
栄

松
本　

芳
枝

水
口　

光
枝
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】

新
屋　

春
雄

西
村
由
紀
子

近
江　

隆
司

河
原　

政
裕

宮
﨑　
　

博

佐
々
木
信
子

武
田　

靖
一
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村
百
合
子

松
尾　

靖
子
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暢
子

寺
崎　

米
嗣

中
村　

康
夫

野
竹　

康
夫

藤
村　

咲
子

髙
山　

清
子
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暉
元

飛
弾　
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子

小
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子

松
本　

英
夫
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子
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子
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子
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江
田
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喜
子
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井　
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子

金
森　
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子
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島　
　

勝

藤
澤　

淳
子

保
志
場
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子

石
浦　

文
子
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】

浅
井　

忠
夫

戸
部　

美
枝

池
田　

靖
世

小
川　

正
也

上
島　

静
夫

三
原　

春
代

俵
矢　

知
子

北
野　

信
之

北
野　

昌
子

国
長　

克
彦

光
前　

昭
二

長
崎　

貞
子

宮
川　

洋
子

高
山
せ
つ
子

小
山　

桂
一

伊
藤　

秀
子

酢
谷　

琢
磨

国
長　

洋
子

水
株　

邦
子

田
中　
　

亨

西
川　

幸
男

寺
西
孝
太
郎

中
川　

孝
志

中
川　

紀
之

安
田
優
美
子

橋
本　

秀
和

浜
田　

邦
昭

南　
　

博
恵

常
陸　

了
泰

武
田　

昌
子

松
本　

公
雄

松
本　

正
喜

中
川　

松
枝

塩
崎　

恵
子

村
田　
　

聰

村
田　

秀
彦

松
岡　

和
子

安
田　
　

孝

山
本　

利
之
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林
登
喜
子

寺
本　

弘
美

松
田　

和
枝

中
川　

宏
子

【
高
16
】

西
尾
恵
美
子

飯
川
俊
一
郎

石
橋　

宏
文

田
中　

澄
江

小
塚　

正
人

小
山
哲
太
郎

土
本　

佳
子

島
田　

博
文

石
島　

瑛
子

慈
耆　

龍
夫

山
岸　

文
子

竹
田　
　

晃

米
村　

節
子

中
村　
　

脩

端
田　

哲
夫

半
田　

哲
也

広
沢　

昌
典

上
森　

直
美

古
川　

久
次

梅
本
美
智
子

三
浦　
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雄
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沖
継

森
野
栄
一
郎

小
路
美
智
子

米
田　

康
時

時
長
登
美
子

木
下
芙
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子

川
口　

清
枝

【
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】

三
谷　

史
生

池
田　

孝
一

金
子　

幸
子

遠
藤　
　

哲

大
岩　

為
一

大
岡　

弘
尚

奥
田　

哲
文

河
島　

光
子

山
崎　

光
子

小
林　

市
郎

坂
野　

葉
子

柴
田　

宗
治

清
水　

良
信

下
川　

景
三

定
塚　

晋
一

新
屋　

和
宏

鷹
合　

憲
夫

高
澤　

良
英

高
山
清
都
子

寺
本　

憲
雄

畠
山　

純
子

中
村　

憲
二

原　
　

新
一

平
岡　

敏
雄

平
山　
　

全

藤
重　

良
英

堀　
　
　

稔

網
谷　

広
子

廣
瀬　

了
子

三
宅　

広
人

米
島　

道
代

山
本　

知
宏

長
岩
美
智
子

山
本　

幸
雄

吉
村　

正
行

澤
田　

延
子

稲
邑　

美
枝

薄
井　

泰
子

【
高
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】

池
田　

清
則

堀
井　

綾
子

今
井　

一
清

遠
藤　
　

章

福
岡　
　

直

大
成　

健
義

大
橋　

民
雄

大
松　

博
一

秋
田　

舒
枝

岡
崎
た
か
子

堀
口　

良
孝

甲　
　

秋
水

亀
山　

純
生

川
下　

公
博

川
尻　

義
典

川
原　

智
夫

塚
林　

恵
子

国
分
外
喜
雄

越
田
知
枝
子

島
津　

安
広

高
柳　

政
明

浜
田　

桂
子

茶
木　

清
英

辻
口　

安
衞

平
場
芙
美
代

長
浦　

嘉
一

中
島　
　

悟

田
中　

茂
恵

西
尾　
　

肇

枷
場　

和
久

長
谷
川
恵
美
子

盤
若　
　

尚

常
陸　

純
子

三
味
留
美
子

正
谷　

隆
男

森
下　

和
枝

筆
安
百
合
子

大
林
美
智
子

武
井　

忠
仁

山
口　
　

尚

横
山　

隆
信

【
高
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】

赤
倉　

昭
夫

秋
元　

廣
子

稲
岡　

保
男

今
寺　

研
治

浦　
　

正
人

本
田　

正
三

岡
田　

良
伸

上
田
美
知
子

勝
木　

陽
一

上
山　

秀
郎

久
保　
　

潔

山
田
多
美
子

奥
田　

敦
子

経
森
真
紀
子

仲
山
由
美
子

新
田　
　

豊

橋
本　

慎
矢

林　
　

繁
寿

赤
池　

礼
子

福
井　

清
久

内
田
く
み
子

前
河
原
秀
夫

三
谷　
　

学

今
寺　

伸
子

宮
本　
　

学

竹
田　

外
吉

森
山
外
志
夫

谷
内　

清
貞

谷
内　

正
博

山
田　
　

洋

森
山　

典
子

横
井
二
三
雄

柿
島　

順
子

古
沢
志
津
子

山
沢　

順
子

大
岩
と
も
子

【
高
20
】

池
島
外
志
江

大
西　

雅
子

近
江　

政
次

小
川　

隆
男

早
川　

美
紀

野
村
三
恵
子

八
十
田　

至

岡
野　

悦
子

清
水
ひ
ろ
子

所
司　

久
雄

長
谷　

節
子

竹
澤　

謙
造

津
田　

文
雄

堂
本　

英
世

永
江
外
志
郎

光
前　

澄
江

中
田　
　

久

中
西　

修
一

船
戸　

節
子

山
口　

淑
子

門
脇
美
和
子

野
田
紀
代
美

松
本
や
す
子

藤
橋　

英
一

吉
岡
佳
代
子

的
場　

吉
彦

宮
西　

清
紀

本
橋　

右
京

石
崎　

洋
子

森
谷
登
喜
江

八
島　

吉
男

辻　
　

茂
典

領
家　
　

優

【
高
21
】

奥
原
香
津
枝

遠
藤　
　

憲

大
岩　

秀
敏

川
縁　

哲
郎

北
村　

清
年

国
下　

正
英

国
分　

良
志

安
達　

清
子

小
又　

光
雄

坂
口　

俊
夫

佐
々
波
裕
吉

松
本
外
美
子

糸
屋　

吉
廣

高
野　
　

勉

髙
柳　

啓
子

浅
井
美
恵
子

堂
ヶ
崎
成
仁

西
田
よ
し
子

野
村　

松
蔵

久
田　

久
良

新
井　

洋
子

村
田　

秀
治

山
岸　

邦
夫

【
高
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】

宮
本
美
枝
子

今
井
よ
し
子

姥
浦　

敏
明

圓
山　

寛
人

近
江　

一
芳

亀
山　

希
生

川
崎　

次
雄

小
又　

雅
子

熊
谷　

保
夫

山
本　

悦
子

三
百
苅
憲
幸

敞
田　
　

進

弘
﨑　

爾
生

大
島
由
美
子

水
野
助
一
郎

北
山　

静
江

山
岸　

幸
雄

山
本　

啓
一

【
高
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山
岸
由
紀
栄

若
林　

尚
美

三
谷　

裕
子

角
野　

和
子

稲
葉　

良
二

藤
本
喜
久
子

卜
部
喜
一
郎

川
畠
万
壽
夫

北
川　
　

勉

中
村　

啓
子

田
治　

吉
彦

橘　
　

隆
彦

辰
巳　

繁
子

田
中　

道
夫

辻
口　

郁
衞

辻
口　

良
春

春
木　

安
信

廣
江　

雄
幸

奥
川　

純
子

松
本　

晴
男

三
谷　

茂
男

森
田　

時
子

室　
　

康
弘

魚
岸
志
乃
富

田
村　

敏
博

森　
　

善
裕

山
本
登
紀
男

【
高
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】

伊
賀　

正
道

石
井
雄
之
助

岡
田　

規
子

坂
本　

武
志

亀
渕　
　

卓

栁
澤
眞
智
子

釜
谷
美
智
子

押
田　

真
澄

田
中
美
智
子

澤
井　

清
徳

佐
藤　

文
代

髙
山　

博
之

仲
谷　

徳
子

野
口　

茂
喜

石
川
由
紀
子

小
松　

良
子

前
田　

隆
佐

喜
澤　

綾
子

米
田　

静
也

金
子　

昭
生

川
﨑　

昭
平

北
川　

浩
文

多
根
竜
太
郎

浜
岡　

寛
士

向　
　
　

宏

吉
倉　

一
郎

【
高
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】

荒
木　

和
子

蛸
島　

愛
子

今
枝　
　

寿

鵜
沢　
　

徹

熊
谷　

京
子

桶
田　

高
史

加
地　
　

求
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賢
子

生
井
千
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子
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弘
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浩
二

義
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定
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小
牧　

左
絵

坂
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猛

寺
澤　

嘉
子

蛸
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雄
二

辻　
　

隆
男

運
営
協
力
金

運
営
協
力
金
（
令
和
５
年

（
令
和
５
年
44
月
〜
令
和
６
年

月
〜
令
和
６
年
33
月
）
月
）

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和６年度の同窓会開催予定

関 西 同 窓 会
日時　令和6年6月2日(日)　12:00～15:00　
会場　新大阪ワシントンホテルプラザ
　　　〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島5-5-15　☎06-6303-8111
会費　10,000円（高67期～72期5,000円、高73期～76期 無料）

関 東 同 窓 会

日時　令和6年6月22日(土)　受付11:30　開始12:00
会場　アルカディア市ヶ谷(私学会館)　3階富士の間
　　　〒102-0073　東京都千代田区九段北4-2-25　☎03-3261-9921
　　　〈地下鉄有楽町線・南北線〉「市ヶ谷駅」A1-1出口　　〈JR中央線・総武線〉(各駅停車)「市ヶ谷駅」　
　　　〈都営新宿線〉「市ヶ谷駅A1-1またはA4出口　＊各出口から徒歩2分
会費　・男性 10,000円　・女性 8,000円
　　　・30才未満 5,000円　　・現役大学生2,000円　　・88才以上ご招待

七尾高校同窓会
兼

金沢地区合同同窓会

日時　令和6年9月22日(日)　総会16:30～　懇親会18:00～　
会場　ホテル金沢　〒920-0849石川県金沢市堀川新町1番1号　☎076-223-1111
※合同で開催します。詳細は後日ホームページにてご案内します。

中 京 同 窓 会
日時　令和6年10月27日(日)　12:00～15:00
会場　ルブラ王山　〒464-0841　愛知県名古屋市千種区覚王山通8-18　☎052-762-3151 
会費　・男性 10,000円　・女性 7,000円　・学生 2,000円

中能登同窓会 開催中止
※同窓会開催につきましては、社会情勢によりやむなく中止となる場合がありますので、
　七尾高校同窓会ホームページにてご確認ください。（https://nanakou.jp/）
※お問い合わせは、各地区同窓会事務局または七尾高校同窓会事務局までご連絡ください。
　（☎0767-52-3376またはEメール：honbu@nanakou.jp）

第 45 号 令和 6年 6月（24）七尾高校同窓会だより

■発行　2024年(令和６年)６月　　■発行者　石川県立七尾高等学校同窓会

〒926-0817  石川県七尾市西藤橋町エ1番地1  
Tel（0767）52－3376  Fax（0767）52－3376  
E-mail:honbu@nanakou.jp　　ホームページ:https://nanakou.jp/

■題字　清水　聖鵬（高９）　
■編集委員会　久保　聡（高27）・松井敏史（高33）・政浦義輝（高47）
　　　　　　　林　寿嗣（高48）・青木秀悟（高53）

　

未
曽
有
の
被
害
と
な
っ
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
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方
が
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害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
震
災
後
、
七
尾
で
は
電
気
は
通
っ
て
い
た
も

の
の
、
水
が
な
い
こ
と
の
辛
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
改
め
て
、

普
通
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
激
し
、
助

け
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
車
に
は
、
頭
を
下

げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
感
謝
の
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。
未
だ

に
、
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
家
や
起
伏
が

激
し
い
道
路
な
ど
、震
災
の
足
跡
は
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
こ
そ
七
尾
高
校
の
生
徒
と
と
も
に
、
未
来
に
向
か
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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  運営協力金拠出のお願い  運営協力金拠出のお願い
昨年は多大なご支援を頂き役員一同深く感謝申し上げます。活用内容と
いたしましては、以下のとおりです。
・母校への支援（部活動・スーパーハイスクール事業等）
・地区同窓会や期別同窓会への活動支援
・会報「七高同窓会だより」の毎年発行等
大切に使わせて頂いております。同窓会および母校のさらなる発展と未
来を担う人材育成のためのご支援を引き続きお願い申し上げます。

≪払い込み方法≫
１．郵便局（ゆうちょ銀行）からの払い込みは、会報と同封しました払込取扱票をご利用ください。
　【ゆうちょ銀行よりお知らせ】令和4年1月17日から、払込人は現金での払い込みに110円の手数料がかかります。
　　通帳・カードを利用し口座から払い込む場合手数料は無料です。
２．郵便局以外の金融機関（銀行、信金）からの払い込みについては、各金融機関所定の用紙をご利用ください。
　　ネットバンキングからの送金もご利用いただけます。
※いずれの場合も、ご依頼人・通信欄にはご氏名・卒業回（期）の記入をお願いします。また、払込手数料をご負担ください。

金融機関名：ゆうちょ銀行
店番：079
店名：〇七九店（ゼロナナキュウ店）
口座番号：当座　0039019
加入者名：石川県立七尾高等学校同窓会

金融機関名：のと共栄信用金庫　本店営業部

口座番号：普通　3053934
口座名：石川県立七尾高等学校　同窓会一般会計
　　　　代表　滝　　渉

払 込 取 扱 票
払込金受領証

通常払込

料金加入

者 負 担

2024年（令和6年版）の
同窓会会員名簿が発行されます。
1冊　7,000円（送料込）　　  2024年9月発行予定

七尾中学校、七尾高等女学校、七尾高等学校（高１期
～高76期生）や恩師、職員を含めた約28,000人の会員
を掲載しています。
　　※購入をご希望される方は、同封の払込取扱票に必要事
項をご記入の上、代金をお支払いください。ご入金確
認後郵送させていただきます。お問合せは、七尾高校
同窓会事務局までお願いします。
～お知らせ～
今回の令和6年版にて、冊子（紙媒体）の制作を終了させていただ
く予定です。


